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Abstract

The purposes of this study were to clarify how the physical fitness of a newcomer
changed during following two years, and to make clear the difference between physical
fitness of newcomers in 1966 and in 1972. Physical fitness test was composed of vertical
jump, side step, floor push-ups and modified Harvard step test. This test was done five
times on 1132 newcomers in 1966 and 1232 in 1972 during two years respectively. The results
were as follows; 1) it was observed that the average test scores overcomed the previous
ones every time on both group. 2) comparing the scores of two groups, side step score in
1972's was remarkably higer than one in 1966's. [Proceedings of Department of Physical
Education, College of Goneral Education, University of Tokyo, No. 9, 25-38, 19751

ザ

I 研究目的・方法

体力の向上ということが体育の大きな 目標であ

ることはそれが技術の向上のための基礎的要素で

あるばか りでな く,健康ということを考えるうえ

に特に大学体育においては受験準備に没頭 してき

た若者たちの健康の点からいっても体力の向上と

いうことは大学の一般体育の最重要事でなければ

ならない .

東京大学においてはこのため大学入学当初およ

び各学期末の合計 5回にわたって,正課体育時に

次の 4種 目からなる体カテス トを実施 し,平常 自

分の体力に対する関心を高めさせ体力向上を図っ

ている。この体カテス トの結果は,得点化 し4種

目の合計点を出 して,毎学期の体育実技の成積評

価の一部にも加えている1).

この 4種 目の体カテス トは垂直とび 。反復横と

び 0腕立伏臥腕屈伸 0踏台昇降運動から構成され

ている.その実施方法は以下のとお りである.ま

ず垂直とびは入学時の身長測定のさいに同時に,

垂直とび測定のための基準とする挙手 した指先ま

での高さ (東京大学の「 体育実技履修の参考」で

は「指高」という表現を用いている)を測定する.

5回の垂直とびはいずれもこの指高値によって出

している.し たがって第 1回測定 (4月 末)の さ

いを別としても2年終了間近の第 5回測定時には

入学後の身長の伸びからくるある程度の誤差が予

想されるわけではあるが, しか し5回 とも毎回指

*東
京大学教養学部体育研究室 (Department of Physical Education,College Of General Education,University

of Tokyo)



26 体育学紀要 第 9号

高値を測定 した場合そのバラツキは身長の伸びか

らくる誤差に比 して非常に上下に大きく,両者を

比較 した場合入学時に指高値を測定 してお くこと

の方が正確なデータが得られるためこの方法を採

用 している。なおこの方が毎回の体カテス ト時に

は時間的に経済的であるという二重の利 点 が あ

る。次に反復横とびテス トは両側の120Cm間隔の

線を踏み越 して (線 を踏まないで)床 にかかとをつ

けるという方法をとっている.これは文部省スポ

ーツテス トの反復横 とびのテス ト方法に比 して体

の移動を大きくして負荷をもう少 し強 くしようと

するためである.第 3の腕伏立臥腕屈伸の実施方

法は 3秒に 1回 のテンポで屈伸を行なう.第 4の

踏台昇降運動は 50Cmの高さの台で 2秒に 1回 の

テンポで 3分間90回 の昇降を行なう.こ の台高も

文部省スポーツテス トの40Cmに比 して10Cm高い

のは負荷を強 くするためである.垂直 とび以外の

種 目は 2人ずつ組になって同時に実施 している.

この 4種 目によるバ ッテリーテス トが組まれた

のは昭和41年度からである。 (た だ し垂直 とびだ

けは昭和42年度になって現行の測定方法が採用さ

れた).

本研究は,そ こで,学生の体力の実態を把握 じ

それによって体育実技指導上の指針 とすることを

目的として,東大体カテス トについて(1)第 1回 テ

ス トから第 5回テス トまでどのような向上を示 し

ているか,(2)こ のバ ッテリテス トの組まれた初年

度の昭和41年入学生と昭和47年入学生 (昭和49年

進学)と を比較 してその間 6年経過 した学生の体

力は伸びたのかそれとも下がったのか,と いう点

を統計的な基礎的分析を通 じて考察する.(3)ま た

それと併せて体カテス ト種 日間の関係をも考察 し

てみたい .

標本構成は以下のとお りである.昭和41年入学

43年進学生および昭和47年入学49年進学生 (すな

わち休学・留年 0降年者は除外)の男子で学生証

番号の末尾奇数番号のものを抽出 した.ただ し,

「 特殊体育」編 入者その他で 5回の体カテス トの

うち 1回 しか受けていなかったものも標本から除

外 した .

テス トの時期は,第 1回は入学時の 4月 末 (時

には 5月 初に及ぶこともある), 第 2回は 7月 第

2週 ,第 3回は 2月 第 2週 (1年生末),第 4回

は 7月 第 2週 ,第 5回は 2月 第 2週 (2年生末)

である.

H 結果 。考察

1 体カテス ト4種 目の度数分布

図 1～ 5は昭和47年入学生の第 1回 テス トから

第 5回 テス トまで体カテス ト4種 目の垂直 とび・

反復横 とび 0腕立伏臥腕屈伸 0踏台昇降運動およ

び 4種 目の合計点について分布状況をヒス トグラ

ム(%)で表わ したものである.こ れによって,概
略その種 目の分布傾向をみると,特に腕立伏臥腕

屈仲 (図 3)において凹凸の多いことが 目つに く。

これは級区間を3回 としたためまず25回 とい う回

を含む24-26で 多 く,さ らに30回 を含む30-32で多

く,ま た40回 を含む39-41で も多い。25回,30回 と

かいった区切 りのよい回数までは頑張るという傾
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図 1・ 垂直とびの度数分布 (%)
(47入学・標本全体1,232人 )
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図 5.体カテス ト合計点の度数分布 (%)

(47入学・標本全体1,232人 )

向がはっきり表われているわけである.さ らにこ

の種 目の場合には右側の方へ,つまり回数の多い

方へ長 くひろがっている.ま た 72回で得点を100

としたためここで打切るという方法をとっている

こともあってこのような,第 5回 テス トでみるよ

うな分布を示 している.その他の種 目においては

腕立伏臥にみるよな極端な傾向はみられず,真中

が高 くそれより両倶1に ひろがっている.

2 体カテス ト第 1回～第 5回の伸び

したがって腕立伏臥腕屈伸のような分布傾向を

もつ種 目をそのまま平均値・標準偏差を算出 して

他の種 目と同時にあるいはそれによって合計点を

算出 して論ずることは統計処理の上で適切さを欠

く面もあるが,こ こでは他の種 日と同様に扱って

い く.

表 2は体カテス ト4種 目およびその合計点の第

1回から第 5回テス トまで,41年入学生および47

年入学生についてそれずれ標本全体および年齢別

に平均値・標準偏差を算出 したものである.

これによって,体カテス トの第 1回から第 5回

までの平均値の伸びについて比較 してみたい.ま

ず垂直 とびの伸びの傾向についてみると,標本全

体の傾向は図 6に示すように,41入学生の場合も

47入学生の場合も入学当初の第 1回 か ら第 2回

(7月 )に かけて大きく上昇 している。この大きな

上昇勾配に比較すると第 2回から第 3回 (2月 )に

かけての上昇勾配は小さく,特に41入学生の垂直
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東大体カテス トによる大学生の体力に関する研究

ザ

とびは他の種 目の傾向とは異って第 3回の方が第

2回に比 して下降する傾斜を示 している (ただ し

有意ならず)。 それから第 3回から第 4回にかけ

てまた上昇勾配が大きくなる.第 5回は第 4回に

比 して41入学生の場合も47入学生の場合もととに

下降する.こ の第 1回から第 5回 までの傾向は年

齢別にみてもほぼ同様である。表 2の「 第 1回～

第 5回の比較」欄に第 1回から第 5回までの標本

全体および年齢別の有意差検定の結果を示す .

次に反復横 とびについてみると,こ こでも垂直

とびとほぼ同様に,41入学 047入学生ともに第 1

回から第 2回にかけて上昇が大きく,次いでその

勾配がゆるやかとな り,第 3回から第 4回にかけ

てまた上昇勾配が急 とな り,それから第 5回へ下

降 してい く.垂直とびの第 4回までの上昇傾向と

比較 して反復横 とびの上昇傾向の方がより大きい

ということがわかる.

腕立伏臥腕屈伸についてみると,こ こでも第 1

回から第 2回にかけての上昇はそれ以後の上昇勾

配に比 して非常に大きい.そ して41入学生の方は

第 4回から第 5回にかけて下降 しているが,47入

学生では第 4回から第 5回へ上昇を示 している.

47入学生では入学当初の31.3回から第 5回の39。 7

回へと8。 4回の上昇がみられる.

踏台昇降運動についてみると,47入学生の方は

第 1回から第 5回へ毎回上昇をみせてお り第 1回

から第 2回への上昇が最も大であるが,41入学の

場合は第 2回から第 3回への上昇が最も大きく,

それから第 4回へかけてまた下降するという現象

を呈 している_踏台昇降が41入学,47入学 ともに

第 5回で上昇するという傾向は他の 3種 日とは異

った傾向であるといえる.

4種 目の合計点の傾向をみると,ほぼ反復横と

びでみたのと同様であり,すなわち第 1回から第

2回にかけての上昇が最も大きく,次いでゆるや

かに上昇 し,第 3回から第 4回にかけてまたかな

り大きい上昇を示 し,その後また第 5回に下降す

る.第 1回から第 4回までの上昇にみるその差は

標本全体でみても年齢別でみても有意である.第

4回から第 5回への落差は41入学生においては20

歳以上の群を除いて18歳 。19歳群において有意で

あるが昭和47入学生においてはその下 降 は 小 さ

く,18歳群では有意であったが19歳 020歳以上群

においては有意ではなかった .

第 1回から第 2回にかけての体力の上昇が最も

著 しいのは,第 2回 テス トは熾烈な大学受験から

解放され運動や ス ポー ツに当てる時間が多 くな

り,加 えて春から夏 という運動やスポーツに適 し

た時点での測定であることに原因すると考えられ

る.第 3回テス ト時期は冬の一般的にみても運動

量が少な くなるときであるうえに,学年末試験の

直前に当っていてこの試験勉強のため夏からさら

に秋に高まった体力の停滞 しているものが多いた

めに,第 2回から第 3回にかけての上昇勾配がゆ

るやかとなっているということが推察される.第

4回 (7月 )か ら最終回の第 5回 (2月 )にかけて垂

直 とび・反復横 とび・腕立伏臥 (41入 学生の場合)

および合計点において明らかに下降を示すのは ,

この現象についての詳細な分析は今後必要である

が,こ の年齢段階においては一般的にみて体力下

降の傾向があらわれない2)以上, シーズンの関係

からくる,運動量の少ないこと,学年末試験を控

えていることの理由に加えて,ひ とつには第 3学

期末 (第 4回 )ま でで進学が決定するため第 4学期

末の第 5回 テス トは比較的いわゆる「 のんび り」

ムー ドで受ける傾向のあることから結果するとい

うことも推測される.

3。 41入学生と47入学生の体カテス ト平均値の

比較

表 1,図 6に よって41入学生と47入学生の体力

テス ト平均値を比較 してみよう.

まず垂直 とびについてみると,41入学生と47入

学生とでは上述 した女口く測定方法が異なっている

ためにこの点を或る程度考慮 しなければならない

が (41入学生の測定方法による方が値が大きくな

る傾向がある), 平均値でみると入学時の第 1回

ラス トでは47入学生の方が41入学生に比 して上廻

っている (0.7Cm)が ,第 2回以降は41入学生の

方が上廻っている (標本全体同士の比較で第 2回

は 5%,第 4回 ,第 5回は 1%水準で有意).

次に反復横 とびについてみると,こ の種 日は大

きく47年入学生の方が41入学生に比 してまさって

いる。第 1回テス トでは3.1回 (T一スコアーで約

10点 )も の開きがみられ,それ以降のテス トでも
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3。 0～ 2。 0回の開きがみられる (第 1回～第 5回の

各回においてまた18～ 20以上の各年齢段階におい

てその差は 1%水準で有意).

腕立伏臥腕屈伸についてみると,第 1回テス ト

は標本全体の平均値は31。 3回 で全 く同値であり,

それ以降の回では第 2回は41入学生の方が47入学

生を上廻 り (1%水準で有意), 第 3回・第 4回

はほぼ同値であり,第 5回 テス トでは47入学生が

上昇を示すのに比 して41入学生は下降を示 してい

るためその開きは標本全体で 2.8回 と大きくなっ

ている (その差は 1%水準で有意).第 1回～第

5回 テス トを通 じて腕立伏臥腕屈伸は47入学生の

方が41入学生に比 して,第 5回 テス トにみる傾向

差は別 として,伸びているとはいえない .

踏台昇降運動についてみると,第 3回テス トに

おいて41入学生が47入学生を上廻っているが (1

%水準で有意), その他の回ではいずれも47入学

生の方が41入学生を上廻っている (標本全体では

第 1回およば第 2回 テス トで 1%水準で有 意).

したがって踏台昇降運動においては全体的にみて

47入学生の方が41入学生にまさっているというこ

とができよう。

したがって 4種 目合計点についてみると,反復

横 とびにおいてみた傾向とほぼ同様に,47入学生

の方が41入学生に比 して第 1回～第 5回 テス トを

通 じて明らかにまさっている。時に入学当初の第

1回 テス トにおいて最も大きくまさっている (第

1回～第 5回の各回に おいて 1%水準で有意).

しか し合計点がこのように上廻っていることを 4

つの種 目との関係でみると,その上廻 っている分

の 8害J近 くは反復横 とびの上廻った分であり,残

りの約 2害Jが 他の 3種 目を合計 した上廻 り分であ

る。

したがって41入学生と47入学生の比較を要約す

ると,垂直 とびは入学当初の比較では明らかに47

入学生の方が41入学生に優 っているが,それ以降

は47入学生は41入学生の値を下廻 っている.垂直

とびの実施方法の相違を考察 してもなお47入学生

の方が上廻 っているとはみられない.反復横 とび

は47入学生の方が41入学生よりもはるかにまさっ

ている.そ してこの上昇はT―スコアに しておよ

そ10点 であり,文部省全国調査資料によって両年

度の大学18歳男子の上昇をみると3),文
部省スポー

ツテス トと東大体カテス トとではその実施方法が

異なっているが,それでも同 じくT一スコアでおよ

そ10点 である(40.5か ら44.5回へ,標準偏差4.11)。

したがって東大体カテス トにおける両年度の比較

にみる上昇の大きさは著 しいといえるが,それは

全国値並みである.腕立伏臥腕屈伸は第 5回テス

トで47入学生が上昇を示 し41入学生を上廻ったほ

かは41入学生に比 して47入学生がまさっていると

はみ られ な い.数値的にはわずかに下廻 ってい

る.踏台昇降運動は第 3回テス トを除いては入学

生の方が入学生にまさっている.

4.体カテス ト平均値の年齢間の比較

次に41入学生および47入学生についてそれずれ

18019・ 20以上の年齢 3群間の比較を行なってみ

る.

垂直 とびについてみると,18歳群 と19歳群の比

較では41入学生は18歳群の方が19歳群よりも数値

的にはわずかながら上廻 り,47入学生ではその反

対に18歳群の方がわずかながら下廻 っているが ,

両年度ともその群間に差はみられない.しか し20

歳群 (21歳 以上を含めて)は両年度とも18歳群・

19歳群に比 して劣る傾向が明らかにみられる (47

入学生においてはいずれも5%水準で有意).反
復横 とびについてみると,41入学生では年齢間に

有意差はみられないが,47入学生では18歳群より

19歳群の方が,19歳群より20歳群の方が劣るとい

う,年齢の多いほど下降するという傾向がみられ

る.腕立伏臥腕屈伸は41入学生は数値的には20歳

群が18歳・19歳群をわずかに上廻ってお り,47入学

生では逆に20歳群が数値的に他の群にわずかなが

ら下廻 っているが,両年度 ともいずれの年齢間に

も有意差はみられず, したがって腕立伏臥におい

ては年齢の多少による一定の傾向はみられないと

いってよい.踏台昇降運動も年齢による一定の傾

向はそれほどみられない.ただ し47入学生におい

ては第 1回 テス トで20歳群が18歳・19歳群に比 じ

て劣っている (1%水準で有意).

したがって 4種 目合計点によって年齢間の比較

を行なってみると,41入学生ではそれほど傾向が

明らかでないが,47入学生になると,垂直 とびお

よび反復横 とびでみられた傾向が反映 し,18歳群
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ザ

より19歳群の方が下廻る傾向がみられ,さ らに20

歳群は18歳 019歳の両群に して劣っている.

したがって垂直とびや反復横とびにみられるよ

うな現役入学のものより浪人 したものの方が, し
かも浪人の期間の長いものの方が劣る結果を示す

ということは,ま だ一般的に体力の上昇傾向をも

つ年齢にあることを考えると,そ こには受験準備

の体力に及ぼす影響 として見逃されない事実が認

められる.こ の点でもうひとつ,18歳群の第 4回

テス ト(2年生 7月 )と 19歳群の第 2回 テス ト(1

年生 7月 )と は年齢の上で同一であり,19歳群の

第 4回テス トと20歳群の第 2回テス トととも同様

に同一 (厳密には20歳以上をまとめて20歳群 とし

てあるため同一 とはいえないが)であるのでこれ

の比較をそれぞれ行なってみると,垂直 とび,反
復横 とび・腕立伏臥において41入学生 047入学生

ともに現役群は 1_浪群に比 して明らかにまさり,

1浪群は 2浪以上群に比 して明らかにまさってい

ることがわかる.踏台昇降においても,47入学生

の場合には有意な差がみられないものの41入学生

では他の種 目と全 く同様に現役の方が 1浪 より,

1浪の方が 2浪以上の群より明らかにまさってい

ることがわかる.す なわち受験準備がそれだけ体

力に抑圧的に作用 しているという統計的事実が指

摘されるのである.

5.体カテス ト第 1回～第 5回および種 日間の

相関係数

これまでいずれも平均値による群間の比較を行

なってきたわけであり,第 1回～第 5回テス トの

伸びについても群の比較を通 じてであったが,こ
こでは第 1回～第 5回の間の相関係数によってテ

ス トの各回の間の関係をみてみたい4).そ の結果

は表 3に示すとお りであり,全体的にみて,47入

学生においても41入学生においても,ま た年齢別

にみても同一テス ト内の相関係数は第 1回から第

回,第 2回から第 3回 というように連続する回の

間の値が最も高 く,47入学生の標本全体でみれば

垂直とびは 0。 876～0.849,反復横 とびは 0.692～

0。 643,腕立伏臥は0.859～ 0.776,踏 台昇降は0。 697

～0。 671,合計点は0.852～ 0。 808と いう高い範囲に

あり,それぞれその変域は小さい。このようにテ

ス トの連続する回の間の相関係数が高いというこ

東大体カテス トによる大学生の体力に関する研究

入学年度・
1  年齢 。人数

全  体 1132人

35

とはそれだけ個人の傾向が一定 しているというこ

とを示 している。つまり第 1回テス トでのその個

人の成績の占める相対的な位置 と第 2回テス トで

のそれの相対的な位置 とはかな り高い相関をもっ

ているということを示 している.な かでも垂直と

び・腕立伏臥腕屈伸はその傾向が強いといえる。

その点からすると体カテス トのこの 4種 目は信

頼性をもつた,かなり「 安定 した」種 目とみるこ

とができよう.

次に各種 日間の相関係数を算出 しそれによって

各種 目の間の関係をみてみよう.4種 日間の相関

係数をみると (表 4)最も高いのは垂直 とびと反

復横 とびの間であり,その値は47入学生の標本全

体では第 1回～第 5回 で0。 338～0.295で あり,41
入学生のそれは0.355～ 0.259で ある.次いで反復

横 とびと腕立伏臥の間であり,同様にみて47入学

生で0。 309～ 0。 176,41入学生で0.290～ 0。 185あ る.

踏台昇降 と垂直 とびとの相関は最も低 く47入学生

表 5 身長・体重・胸囲の平均値・標準偏差

種  日
|＼ 身 長

(CIll)

体 重

(kg)

胸 囲

(Cm)

＼ |

41  18

入
19

47  18

人
19

歳  652

416

168。 4

5.3

168.6

5。 2

168.3

5.2

166.9

5.5

169.5

5.2

169。 5

5。 1

169。 9

5.1

169.0

5.9

20歳以上  64

′全  体 1232

57.8    84.2

6.9   4.7

57.7    83.8

6.9   4.7

58.1    84。 7

7.0   4。 7

56.7    84.2

7.3   4.5

60.1    84.8

7.6   4.8

59.8    84.5

7.1   4.7

60。 7    85.2

8.2   4.9

60.1    85。 4

8.2   5。 1

学

学

20歳以上  130

注)各欄の上段の数字は平均値,下段の数字は標準
偏差を示す
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大学生の体力に関する研究東大体カテス トによる

ザ

の標本全体では -0。 081～ -0.020,41入 学生の標

本全体では -0。 048～ -0。 009(い ずれも有意なら

ず)である.こ の点からすると4種 目の間には全

体的にみて相関のある種 日とそうでない種 日とが

あり,すなわち 4種 目をそれぞれの他の種 目に対

する独立性が一様ではないということが指摘され

るのである.さ らに体カテス ト4種 目とテス ト合

計点 との相間係数をみると,47入学生の標本全体

の第 1回～第 5回で垂直 とび0.626～ 0.583,反 復

横 とび0.717～ 0.631,腕 立伏臥0。 748～0.605,踏

台昇降 -0。 529～ -0.469の変域にあり,全体を通

じて相関係数でみる限 り合計点に対する踏台昇降

のかかわ り方が (絶対値でみて)少 し低いという

ことが指摘されよう.

一般体育実技において全員に行なう集団体カテ

ス トはそのバ ッテリーの構成にあたって,測定が

簡単で同時に一斉にできること,時間的に経済的

であること,雨天時でも実施できることなどが実

際上重要な条件 となって くるため,こ の条件を満

た しながらテス トの信頼性・妥当性・客観性をね

らって種 目を選定 しなければならない。現行の体

カテス トはこの条件下において自分の体を負荷 と

する種 目に統一 しようとしたものとみてよい.そ

の結果上述の如 く種 日間の独立性および体力合計

得点に対する各種 目の寄与率の上で今後検討すべ

き問題が残されているわけである.

さらに体カテス ト4種 目と体格 との関係をみて

みたい.しか しその前に41入学生と47入学生との

体格の比較を行なってみたい.表 5に示す女口く,

両年度の比較では標本全体で47入学生の方が41入

学生に比 して身長は1。 lCm,体重は2.3kgの 伸び

を示 してお り,身長の増量に伴なう回帰でみる体

重の増量に比 して大きな増量を示 している5).身

長の伸びよりも体重の伸びの方が著 しいというこ

とができる.ま た年齢別にみると,20歳以上群の

身長において18歳・19歳群に比 して両年度 とも劣

っている.

そこで体格 と体カテス ト種 目との相関係数をみ

てみると,表 6に示すごとく,身長との相関では

身長と垂直とび・反復横 とびおよび腕立伏臥 との

間にそれぞれ相関がみられる (1%水準で有意).

垂直 とびおよび反復横 とびでは身長の高い方が優

利であるが腕立伏臥では身長の低い方が優利 とな

っている.し か し相関係数値からいってもその線

型傾向は弱 く,身長とこれらの種 目との相関する

度合は低い。身長と踏台昇降および身長 と合計点

との間の線型C~i向 はなお一層弱まっている.体重

と体カテス ト種 目との相関および胸囲と体カテス

ト種 日との相関をみると,身長と体カテス ト種 目

との間の相関係数値よりも全般的にみてさらに低

い値にとどまっている.

IH 要   約

41入学生と47入学生について,垂直 とび・反復

横 とび・腕立伏臥腕屈伸 0踏台昇降運動の 4種 目

から成る東大体カテストによって,第 1回～第 5

回テス トの推移および両年度の比較,さ らには第

1回～第 5回 テス ト間の相関 0テ ス ト種 日間の相

関を通 して述べてきたところを以下に要約する.

第 1回～第 5回 テストの間には入学当初の第 1

回テストに比 して受験勉強から解効されて約 4ケ

月過ぎた 7月 時の第 2回 テス トにおいて伸びが最

も著 しく,それから学年末試験を控えた第 3回 テ

ス トで緩やかな伸びを示 し,第 4回 テス ト(7月 )

ではまた大きな伸びを示すが, 2年生の学年末試

験を控えた第 5回テス トでは踏台昇降および47入

学生の腕立伏臥を除いては第 4回 テス トに比 して

下降するとうい傾向がみられるのである.

次に41入学生とそれより6年経過 した47入学生

との比較では,垂直とびは入学当初の第 1回 テス

トにおいては47入学生の方が41入学生に比 してま

さっているがそり後は41入学生に比 して47入学生

の方が伸びが小さく,41入学生を下廻 った伸びに

とどまっている。反復横 とびは全国値でみても大

きな伸びがみれるなかで47入学生も同様に41入学

生に比 して大きな伸びを示 している.腕立伏臥は

第 1回 テス トから第 4回テス トまで41入学生と47

入学生とほぼ同 じである.第 5回 テス ト時点で47

入学生の方が伸びている.踏台昇降は第 3回 テス

トを除いて 47入学生の方が 41入学生を上廻って

いる.すなわち47入学生は41入学生に比 して敏捷

性および持久性の能力において伸びが み られ る

が,瞬発力,筋力の面では伸びはみられないと概
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括 されるのである.               種 日との間にも有意な相関が認められる以上各人

次に体カテス トの年齢間の比較を通 じてみて,   のその種 目の評価を行なう場合に具体的に簡略化
2浪以上のものの平均値が現役入学者や 1浪入学   して身長の大小をどのように考慮するべきかの検

者に比 して劣っていること (特に47入学生におい  討もなされる必要があろう。

て), および現役入学者 と1浪入学者, 1浪入学

者 と2浪 (以 上の)入学者 とのそれぞれ同年齢時             注

点で比べてみて浪人生活の長いものの方が明らか   1)東 京大学教養学部体育科:「体育実技履修の参考
に劣っていることから,そ こに抑圧的に作用する    (昭 和47年 ).

受験準備の体力に及ぼす影響がみられ るの で あ   2)鼻
馨Tr夏唇ふ+r和

47年度体力・運動能力調査

る。                         3)松 島茂善編:「国民体力の現状」 (第一法規,30
最後に体カテス トの同一種 目内および種 日間の     頁,1970)。

写胃冥舞だ亀畠『 裏霙:F百 :「[13星 言嵩磋   4)33倉 Ii3:]う ]]予]::■ :IIE:   こ
は各種 目の独立性の点でまた合計得点に対する寄     回テストの相関係数マトリクスがある (120,121

亀看Я曇二L倉後曇言「?[量修農Tlil[:   5)FI暑二名基全重昔gF奨去箕撃象璽肇襄繰響轟
がうかがわれたのである.なお身長と体カテス ト     究室,66頁 ,1974)。


